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 1. これまでの堂本印象の作家研究においては、作品スタイルの変化と展開が中心になされており、 
  それらの底流にある「線」についての論考は十分であったとは言えないと指摘した上で、その点を 
  補充すべく、先行研究等の貴重な資料を活用しながら数多くの資料に基づき、丁寧な考察を繰り広 
  げ、実験制作を繰り返した。その結果、堂本印象の辿ってきた様々な表現上の工夫と線の独自性を 
  明らかにしたという点は高く評価できる。  
 2. 筆者が論文中で用いた「線」の定義について、第４章で述べられている実験制作を通して示され 
  た金箔との関係については、その解釈と説明がやや不十分である、また文章的に冗長で感覚的すぎ 





平成 28年 1月 18日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士（芸術学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
